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わけ議会だより5７号 p.2 

特別会計への繰出金特別会計への繰出金
修正案に賛成
西中 純一 議員
山本 泰正 議員
万代 哲央 議員
居樹 　豊 議員
從野 　勝 議員
太田 啓補 議員賛成の声賛成の声修正案に修正案に

特別会計補正予算特別会計補正予算

提
案
趣
旨

● 

太
田 

啓
補 

議
員

　

今
修
正
案
は
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
入
金
１
億
５
０
０
０
万
円
を
７
５
０
０
万
円
に
修
正
す
る

も
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
予

測
不
可
能
と
い
う
状
況
の
中
で
、
金
額
的
に
は
原
案
と
同
様
に
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
否
め
な
い
事
実

で
あ
る
が
、
過
日
開
催
さ
れ
た
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業
特
別
委
員
会
の
中
で
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を

熟
慮
し
て
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
と
い
う
不
測
の
事
態
に
遭
遇
し
、
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
の
歴
史
の
中
で
も
最
大

の
危
機
に
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
し
、
議
会
と
し
て
も
、
町
民
の
安
全
を
考
慮
し
た
と
き
に
営
業
を
停
止
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
を
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
修
正
案
の
背
景
に
は
、
来
年

度
に
向
け
て
一
定
の
方
向
性
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
経
営
責
任
は
町

当
局
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
歴
史
的
危
機
と
い
う
事
態
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

賛
成
意
見

● 

西
中 

純
一 

議
員

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
、
ワ
イ
フ
ァ
イ
及
び
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
の
予
算
は
一
定
意
義
が
あ
る
が
。
温
泉
特
別
会
計

へ
１
億
５
０
０
０
万
円
も
繰
出
し
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
組
合
か
ら
町
へ
譲
渡
す
る
時
も
、
９
５
０
０
万

円
を
繰
出
し
し
て
い
る
。

　

北
部
衛
生
組
合
か
ら
町
へ
譲
渡
す
る
時
、
４
億
円
を
要
望
し
た
が
、
１
億
５
０
０
万
円
に
値
切
ら
れ
た
と
、

町
長
が
言
わ
れ
た
が
、
提
案
さ
れ
た
時
に
、
早
晩
経
営
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
と
も
う
１
人

の
議
員
だ
け
が
反
対
し
た
。
結
局
、①
宿
泊
施
設
が
東
備
地
域
に
２
つ
し
か
な
い 

②
健
康
施
設 

③
和
気
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
必
要
、
と
し
て
受
け
取
っ
た
。

　

譲
渡
さ
れ
た
翌
年
度
に
は
、
温
水
プ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
場
は
教
育
委
員
会
へ
移
管
し
、
赤
字

を
小
さ
く
見
え
る
よ
う
に
し
た
。

　

６
月
補
正
予
算
の
結
果
、財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
は
４
億
２
０
０
０
万
円
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ

う
な
財
政
規
律
で
い
い
の
か
。
来
年
度
も
同
様
に
繰
出
し
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
基
金
が
、今
年
度
初
め
に
22

億
８
０
０
０
万
円
あ
る
か
ら
大
丈
夫
と
安
易
に
考
え
て
い
れ
ば
大
変
な
事
態
に
な
る
。
以
上
、反
対
討
論
と
す
る
。

● 

山
本 

泰
正 
議
員

　

全
国
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
非
常
に
困
窮
し
て
い
る
。
町
内
で
も
営
業
を
自

粛
し
て
い
る
方
も
多
い
中
、
休
館
中
の
収
入
補
て
ん
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
運
営
資
金
を
補
て
ん
す
る
た
め
、

基
金
を
取
り
崩
し
１
億
５
０
０
０
万
円
を
繰
入
れ
す
る
も
の
で
、
理
解
で
き
な
い
。
温
泉
運
営
上
、
職
員
の
安

堵
感
が
高
揚
す
る
が
危
機
感
は
薄
れ
、
今
後
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
も
あ
る
。

　

職
員
に
は
危
機
感
を
感
じ
て
も
ら
い
、
今
後
施
行
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
な
ど
、
英
知
を
結
集
し
、
健
全
運
営
に
向
け
た
自
主
努
力
に
期
待
す
る
。

　

７
５
０
０
万
円
の
金
額
は
適
正
で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
の
修
正
も
可
決
さ
れ
、
適
正
な
修
正
案

で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。

７,５００万円７,５００万円



p.3 わけ議会だより5７号

和気鵜飼谷温泉事業和気鵜飼谷温泉事業
修正案に反対
当瀬 万享 議員
山本　 稔 議員
神﨑 良一 議員
若旅 啓太 議員
尾崎 智美 議員 反対の声反対の声修正案に修正案に

一般会計補正予算・一般会計補正予算・

反
対
意
見

● 

尾
崎 

智
美 

議
員

　

修
正
案
だ
と
、
非
常
に
高
い
確
率
で
追
加
の
財
政
措
置
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

黒
字
化
の
努
力
は
一
生
懸
命
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
供
の
無
料
券
も
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
子
供
は
無
料
で
も
連
れ
て
き
た
親
は
入
浴

料
を
支
払
う
し
、
入
浴
後
に
家
族
で
食
事
を
す
る
可
能
性
も
高
く
、
売
り
上
げ
に
結
び
つ
き
家
族
も
喜
ぶ
。

　

過
去
の
黒
字
、赤
字
の
変
遷
を
見
る
と
、
経
営
責
任
者
に
よ
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
。
現
在
は
徐
々
に
黒

字
に
向
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
計
算
上
１
０
０
万
円
強
の
黒
字
予
想
で
あ
っ
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
や
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

● 

神
﨑 

良
一 

議
員

　

１
億
５
０
０
０
万
円
と
い
う
金
額
に
は
厳
正
な
算
出
根
拠
が
あ
る
。

　

観
光
業
に
回
復
の
兆
し
が
見
え
る
と
、
近
隣
市
町
に
宿
泊
施
設
が
少
な
い
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
の
利
点
が
生
き

て
く
る
。
顧
客
の
獲
得
策
に
は
、
資
金
も
時
間
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
機
に
策
を
練
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
た
り
検
討
中
の
政
策
を
実
施
し
て
い
け
ば
、
政
府
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
Ｇ
Ｏ 

Ｔ

Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
恩
恵
に
も
預
か
り
、
赤
字
の
縮
小
も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
収
束
し
観
光
業
に
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
れ
ば
、
外
出
自
粛
の
反
動
で
人

の
往
来
が
急
増
す
る
と
思
わ
れ
る
。
近
隣
市
町
に
宿
泊
施
設
が
少
な
い
環
境
を
生
か
し
て
、
利
用
者
の
獲
得
に

全
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
備
え
て
、
今
の
こ
の
時
期
は
資
金
を
用
意
し
、
来
た
る
時
期

に
備
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
人
類
が
遭
遇
し
た
未
曾
有
の
危
機
で
あ
る
。
町
民
の
憩
い
の
施
設
で
あ
る
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
世
界
的
脅
威
に
襲
わ
れ
て
い
る
現
状
下
で
枝
葉
末
節
な
議
論
に
終
始
す
る
の
で

は
な
く
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
あ
た
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

● 
若
旅 

啓
太 

議
員

　

財
政
調
整
基
金
か
ら
１
億
５
０
０
０
万
円
取
り
崩
す
と
い
う
原
案
に
も
複
雑
な
思
い
だ
が
、
修
正
案
に
は
賛

成
で
き
な
い
。
コ
ロ
ナ
の
社
会
事
情
も
あ
り
、
温
泉
も
年
内
に
資
金
シ
ョ
ー
ト
す
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る

の
で
、
温
泉
施
設
を
守
る
た
め
に
も
原
案
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
討
論
を
す
る
。

　

提
案
者
か
ら
８
月
ま
で
経
営
を
持
た
せ
る
た
め
に
半
額
の
７
５
０
０
万
円
に
し
た
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、

９
月
議
会
で
議
論
す
べ
き
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
８
月
ま
で
半
額
の
７
５
０
０
万
円
に
減

額
し
た
根
拠
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
冬
の
コ
ロ
ナ
再
流
行
ま
で
見
越
し
た
１
億
５
０
０
０
万
円
だ
。
こ
れ
か
ら

売
り
上
げ
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
投
資
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
お
金
を
減
額
す
る
と
い

う
こ
と
は
不
合
理
だ
。
ガ
ソ
リ
ン
が
な
か
っ
た
ら
バ
イ
ク
は
走
れ
な
い
の
と
同
じ
だ
。
私
が
こ
の
修
正
案
に
反

対
す
る
理
由
は
た
だ
１
つ
。
数
千
万
円
単
位
の
減
額
を
か
け
る
理
由
が
な
ん
と
な
く
の
考
え
で
あ
り
、
減
額
し

た
根
拠
や
積
算
が
な
い
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
提
案
者
か
ら
あ
っ
た
こ
と
。
そ
の
１
点
に
お
い
て
、
私
は
こ
の

修
正
案
に
賛
成
で
き
な
い
。

＊
賛
否
の
状
況
は
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載

６月議会定例会

１億５,０００万円１億５,０００万円修正
可決
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ＧＩＧＡスクール構想
ギ　　   　　ガ

子供たちが、学校現場でタブレットなどの PC 端末を、鉛筆やノート
と同じように使いながら、子供たち一人ひとりに個別最適化された
創造性を育む教育の提供を目指します。

個別最適化された教育とは、興味、関心、特性、学習状況が違う子供
たちそれぞれに合った教育のことです。学習の興味づけ、また課題発
見と解決、課題解決のための情報収集と共有、写真や動画を活用した
作品づくりがタブレットを軸として施行することができます。また、
A I（人工知能）が子供たちそれぞれの学習理解度を把握することで、
それぞれにあったドリルや宿題を選んでくれるような学びの保障も展
開することができます。

具体的には、小中学校の児童生徒全員に１人１台のタブ
レット端末（905台）を購入、あわせて学校内の高速大
容量のネットワーク環境（校内ＬＡＮ）を整備します。

一般会計補正予算

＊
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

１億４,９００万円
（約４割が国の補助金）

事業費：

（注）
新型コロナウイルス感染症により、
学校が休校になった場合のオンライン
授業のための整備ではありません。

予算
可決

６月議会定例会
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地方財政の充実・強化を求める請願書
▶審査結果 ： 全会一致で採択提出者：自治労岡山県本部　執行委員長　安原和行

日笠地区公民館への進入道路の建設を求める請願について
▶審査結果 ： 全会一致で採択提出者：日笠上区長　頓宮俊介　他５名

営業を自粛した事業所等に対して支援を求める請願書
▶審査結果 ： 全会一致で採択提出者：益原区長　山﨑　猛

臨　時　議　会

請　　　願

議　案　番　号 件　　　　　　　　　　名

専決処分（和気町税条例等の一部を改正する条例）の承認を求めることについて

専決処分（和気町都市計画税条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて

専決処分（和気町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて

専決処分（和気町介護保険条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて

専決処分（令和元年度和気町一般会計補正予算第５号）の承認を求めることについて

専決処分（令和２年度和気町一般会計補正予算第１号）の承認を求めることについて

専決処分（令和２年度和気町一般会計補正予算第２号）の承認を求めることについて

教育委員会委員の任命について：有正省三 氏

令和２年度和気町一般会計補正予算（第３号）について

令和２年度和気町地域開発事業特別会計補正予算（第１号）について

工事請負契約の締結について：スクールバス（町営バス）車庫新設工事

工事請負契約の締結について：矢田工業団地造成工事（１工区）

工事請負契約の締結について：矢田工業団地造成工事（２工区）

工事請負契約の締結について：矢田工業団地造成工事（３工区）

承認第１号

承認第２号

承認第３号

承認第４号

承認第５号

承認第６号

承認第７号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

（令和２年５月２１日開催）
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和
気
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

減
免
の
要
望
は
あ
る
か

太
田 

啓
補 

議
員

問 

和
気
町
内
の
企
業
で

固
定
資
産
税
の
減
免

要
望
は
あ
る
の
か
。

答 

山
﨑 

税
務
課
長

　
　

企
業
名
は
出
せ
な
い

が
、
１
件
大
手
の
企

業
か
ら
猶
予
の
相
談

は
あ
る
が
、
減
免
要

望
は
な
い
。

和
気
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
保
の
傷
病
手
当
金

西
中 

純
一 

議
員

問 
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
者
に
限
っ

て
傷
病
手
当
を
出
す

の
か
。

答 

岡
本 

民
生
福
祉
部
長

　
　

青
色
事
業
の
専
従
者
、

白
色
事
業
の
専
従
者

も
対
象
に
な
る
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
の
ハ
ー
ド
整
備
は

若
旅 

啓
太 

議
員

問 

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　

の
仕
様

　
　

②
和
気
町
の
考
え
る

　

高
速
大
容
量
の

　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

　
　

に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。

答  

万
代 

教
育
次
長

　
　

①M
icro

so
ft

　
　
　
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
）、

　
　

 G
oogle Chrom

e

　
　
　

 （
グ
ー
グ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
）、

       iP
ad

（
ア
イ
パ
ッ
ド
）

　
　
　

の
３
つ
か
ら
選
択
す

　
　
　
る
。

　
　
②
10 

G
b
p
s（
ギ
ガ

ビ
ッ
ト
毎
秒
）の
L
A

　
　

N
と
1 

Ｇ
b
p
s
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

の
整
備
を
考
え
て
い

る
。

財
政
調
整
基
金
の

残
高
は居

樹
　
豊 

議
員

問 

財
政
調
整
基
金
の
繰

出
し
に
あ
た
っ
て
、本

町
で
は
基
金
残
高
は

約
23
億
円
あ
る
が
、本

町
と
同
規
模
程
度
の

自
治
体
と
比
べ
て
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  

永
宗 

財
政
課
長

　
　

近
隣
の
備
前
市
は
約

47
億
円
、
赤
磐
市
は

約
74
億
円
で
、
類
似

団
体
の
矢
掛
町
は
約

43
億
円
、
美
咲
町
は

約
34
億
円
で
あ
る
。

２
億
２
０
０
０
万
円

財
政
調
整
基
金
の

繰
入
れ
は

西
中 

純
一  

議
員

問 

温
泉
に
１
億
５
０
０

０
万
円
繰
り
入
れ
と
、

I
C
T
の
関
係
で
７

０
０
０
万
円
か
。

答  

草
加 

町
長

　
　

利
用
者
が
減
っ
て
、

収
支
の
差
が
1
億

5
0
0
0
万
円
。
雇

用
調
整
助
成
金
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴

う
特
例
）
も
使
え
な

い
。

借
り
入
れ
も
で
き
る
が

な
ぜ
一
般
会
計
繰
入
れ

か

西
中 

純
一  

議
員

問 

当
初
予
算
で
温
泉
特

別
会
計
で
は
２
０
０

０
万
円
借
り
入
れ
可

能
な
の
に
、
一
般
会

計
か
ら
繰
入
れ
と
は
。

答  

永
宗 

財
政
課
長

　
　

金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
る
と
年
度
途
中

で
元
本
返
済
、
利
息

も
必
要
に
な
る
。

質
疑
と
答
弁
本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

令
和
２
年
度

和
気
鵜
飼
谷

温
泉
事
業

特
別
会
計

補
正
予
算

条 
例

　　　 
←6月 11 日
　定例会の動画①

←6月 11 日
　定例会の動画②

　　　 
←6月 11 日
　定例会の動画③

←6月 11 日
　定例会の動画④



令
和
２
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

問 

防
犯
事
業
工
事
の
説

明
を
求
め
る
。

答 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
工

事
で
あ
り
、
町
内
小

中
学
校
５
校
の
通
学

路
に
設
置
す
る
。

問 

防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理

方
法
は
。

答 

電
源
や
カ
メ
ラ
の
向

き
な
ど
の
点
検
を
定

期
的
に
行
う
。

問 

防
犯
カ
メ
ラ
の
情
報

を
警
察
に
提
供
し
た

こ
と
が
あ
る
か
。

答 

提
供
し
た
こ
と
が
あ

る
。

問 

防
犯
カ
メ
ラ
の
今
ま

で
の
性
能
と
今
後
に

つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。

答 

今
ま
で
は
S
D
カ
ー

ド
式
で
あ
る
が
、
今

後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
の
使
用
も
検

討
す
る
。

問 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
電
算
機
器
購

入
費
に
つ
い
て
、
端

末
機
器
1
台
の
購
入

費
が
7
万
６
０
０
０

円
と
高
額
に
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答 
国
の
標
準
仕
様
に
基

づ
く
と
、
基
本
補
助

単
価
は
1
台
4
万
５

０
０
０
円
で
あ
る
が
、

3
年
保
証
並
び
に
デ

ジ
タ
ル
教
材
、
授
業

支
援
ツ
ー
ル
を
含
ん

だ
応
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
あ
る
。

問 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
方
法
は
。

答 

無
線
L
A
N
及
び
有

線
L
A
N
で
整
備
す

る
。

問 

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
破
損

し
た
と
き
の
保
証
は
。

答 

子
供
や
家
庭
の
負
担

は
考
え
て
い
な
い
。

問 

小
中
学
校
に
加
湿
器

の
設
置
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答 

次
亜
塩
素
酸
水
の
有

効
性
と
安
全
性
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
、
加
湿
器
で
は

な
く
空
気
清
浄
機
や

扇
風
機
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

そ
の
他

問 

婚
姻
届
な
ど
を
役
場

窓
口
に
出
向
い
て
届

出
用
紙
を
受
け
取
っ

て
提
出
す
る
方
法
に

加
え
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
各
種
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
印
刷
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
か
。

答 
調
査
研
究
し
、
可
能

な
書
類
は
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

問 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
と
し
て
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
中

に
は
や
む
な
く
休
業

に
至
っ
た
方
も
い
る
。

休
業
補
償
は
さ
れ
る

の
か
。

答 

会
計
年
度
任
用
職
員
、

フ
ル
タ
イ
ム
11
名
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
２
２

０
名
が
在
籍
し
て
い

る
。
勤
務
時
間
な
ど

の
働
き
方
も
様
々
で

あ
る
。

　
　

今
後
、
労
働
基
準
法

に
基
づ
き
、
現
給
の

6
割
支
給
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
、
ま
た
、

特
別
休
暇
扱
い
に
つ

い
て
も
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
て
対
応
す
る
。

p.7 わけ議会だより57号

委員長報告和気町議会には、2つの常任委員会と２つの特別委員会が
あり、付託された議案について、特に詳しく審議します。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

←6月 19 日定例会の動画③ ←6月 19 日定例会の動画② ←6月 19 日定例会の動画①

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
風
景

＊
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す



令
和
２
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

問 

水
道
管
支
障
移
転
負

担
金
の
内
容
は
。

答 

原
水
路
と
定
番
水
路

の
関
係
で
、
緊
急
自
然

災
害
防
止
対
策
事
業

債
と
い
う
起
債
を
使

う
、
そ
の
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

問 

土
木
総
務
費
の
国
庫

返
納
金
と
は
何
か
。

答 

塩
田
住
宅
の
災
害
復

旧
に
国
庫
補
助
金
を

借
り
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

令
和
２
年
度

農
業
集
落
排
水
事
業

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

問 

最
適
整
備
構
想
の
内

容
は
何
か
。

答 

農
業
集
落
排
水
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
、
個
別
計
画
の

策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
供
用
開

始
後
20
年
が
経
過
し

た
施
設
の
機
能
診
断

を
行
い
、
低
コ
ス
ト

で
維
持
管
理
す
る
試

算
を
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

令
和
２
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

問 

休
館
中
の
職
員
の
出

勤
状
況
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。

答 

施
設
全
体
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
な
ど
が
経
年
劣
化

に
よ
り
傷
み
が
激
し

く
、
通
常
営
業
の
休

館
日
で
は
対
応
で
き

な
い
の
で
、
今
回
張
り

替
え
な
ど
を
職
員
全

員
で
行
っ
た
。
ま
た
、

施
設
周
辺
の
清
掃
を

は
じ
め
館
内
全
体
の

清
掃
な
ど
も
行
っ
た
。

問 

本
年
度
１
億
５
０
０

０
万
円
の
収
支
不
足

の
見
込
み
の
中
で
、

経
営
改
善
策
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
今
後
の
状
況
が

見
通
せ
な
い
中
で
、

来
年
度
以
降
の
見
込

み
が
立
て
ら
れ
な
い

状
態
で
あ
る
が
、
出

来
る
限
り
の
努
力
を

し
て
参
り
た
い
。

　
　
な
お
、
町
営
施
設
と

し
て
、
一
般
会
計
か

ら
繰
入
れ
し
て
で
も

運
営
し
て
い
く
以
外

に
は
、
今
の
段
階
で

は
他
に
方
法
が
な
い

状
況
も
ご
理
解
願
い

た
い
。

問 

赤
字
部
門
の
分
析
な

ど
を
行
い
な
が
ら
運

営
形
態
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答 

今
後
の
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
議
会
と
相
談
を

し
な
が
ら
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問 

休
館
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
経
費
が
通
常
営

業
と
比
べ
か
な
り
か

か
っ
て
い
る
要
因
は
。

答 

温
泉
の
深
井
戸
用
ポ

ン
プ
の
電
気
代
が
毎

月
約
5
0
0
万
円
か

か
っ
て
い
る
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
今
後
も

予
測
さ
れ
る
が
、
来

年
度
も
こ
の
状
況
が

続
い
た
場
合
、
撤
退

の
選
択
肢
も
考
え
て

い
る
の
か
。

答 

町
と
し
て
施
設
の
売

却
や
譲
渡
は
考
え
て

い
な
い
。

令
和
２
年
度

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

問 

一
般
会
計
か
ら
１
億

５
０
０
０
万
円
の
繰

入
れ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
経
営
環
境

の
下
で
、
改
革
案
を

示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答 

今
回
の
要
因
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
も
の

で
、
以
前
の
状
態
に

戻
っ
て
い
く
よ
う
努

力
す
る
以
外
に
方
法

が
な
い
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

わけ議会だより57号 p.8

委員長報告

和
気
鵜
飼
谷

温
泉
事
業

特
別
委
員
会

農
業
集
落
排
水
処
理
場
（
塩
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

厚
生
産
業

常
任
委
員
会



賛否の状況  ※賛否が分かれた議案のみ掲載

当
瀬 

万
享

西
中 

純
一

山
本 

泰
正

万
代 

哲
央

居
樹
　 

豊

山
本
　 

稔

神
﨑 
良
一

若
旅 

啓
太 

從
野
　 

勝

太
田 

啓
補

尾
崎 

智
美

○×○○○○○○○○○

×○○○○×××○○×

×○○○○×××○○×

教育委員の任命（５月２１日臨時会）

一般会計補正予算（第４号）【修正】

和気鵜飼谷温泉特別会計補正予算（第１号）【修正】

議 案 等 の 名 称

p.9 わけ議会だより57号

議員紹介  ～第５回～

10
File Number

09
File Number

万代 哲央
所属政党：
当選回数：
役職：

生年月日：
血液型：
家族構成：
居住地区：

好きな食べ物：
趣　味：

座右の銘：

ひとこと：

無所属
3回
総務文教常任委員会 委員長
防災都市公園整備事業特別委員会 委員長

昭和２６年１２月２７日（６８歳）
Ｏ型
３人（妻、子、私）
原（石生）
特に嫌いなものなし、甘辛どちらもよし
①散歩 ②落語（散歩時に志ん生）
③小沢昭一の俳句の朗読
「足を使いまくって、脳の中を空っぽに
  して見たかったのです」（上田五千石）
「酒の好きな人は、盃の方へ口を持って
  いきます」（６世 尾上梅幸）
「議事堂とは名ばかりで、実は表決堂
  である」（明治の政治家の言葉）

 まん  だい     てつ    お

所属政党：
当選回数：
役職：

生年月日：
血液型：
家族構成：
居住地区：

好きな食べ物：
趣　味：
座右の銘：

ひとこと：

無所属
２回
厚生産業常任委員会 委員長
和気鵜飼谷温泉事業特別委員会 委員長

昭和2３年７月９日（72歳）
A型
妻、長女、次女、次男
本荘地区、福富
焼肉、オムライス、スイカ
旅行、夜カラ、将棋
「一隅を照らす」
1人でも多くの人が１日でも永く
笑顔で暮らしていける和気のまち
づくりに一所懸命を心がけ、一生
懸命がんばります。

居樹　豊
 すえ   き          ゆたか



町政を問う
一般質問

　一般質問とは、和気町の行財政全般にわたって、執行機関に対して説明を求めたり、または
所信をただしたりすることです。これにより、執行機関の政治姿勢を明らかにするとともに、
政治責任を明確にする目的があります。
　一般質問は一問一答方式でおこなわれ、質問時間は質問・答弁をあわせて４０分間です。
　６月議会定例会には、９名が登壇し、町長・教育長・その他執行部の考えをただしました。

わけ議会だより57号 p.10

若旅 啓太 議員11
ページ

從野 　勝 議員15
ページ

○ 再休校時の子供たちの昼食支援は
○ GIGAスクール構想の本質は

神﨑 良一 議員13
ページ

○ 今後の和気町の新型コロナウイル
ス感染防止対策は

○ 遅れの具体的な回復策は

○ 佐伯学校給食共同調理場の今後は

山本　稔 議員17
ページ

山本 泰正 議員19
ページ

○ 人口減対策で補助金を考えては
○ 新型コロナウイルス対策の今後は

○ 新型コロナウイルス対策は万全か
○ 和気鵜飼谷温泉への繰出し
　 １億５０００万円は適当か

居樹　豊 議員12
ページ

太田 啓補 議員14
ページ

○ 町道等の整備促進を
○ 予防医療の充実強化を

○ 学校給食についての考え方は
○ 給食費の補助制度と公会計化はで
きないか

○ 学習の質の向上は

西中 純一 議員16
ページ

○ ＴＫＢ48作戦に学ぼう
　 避難所の感染症対応は
○ 子供の精神的安定が大切
　 カリキュラムの再編は
○ 教員の変形労働制条例化すべきで
ない

尾崎 智美 議員18
ページ

○ 学校教育にタブレットを導入する
とどうなるか

○ 申請書類の簡素化は



問 

再
び
休
校
に
な
っ

た
場
合
、
子
供
た
ち
に

栄
養
価
が
し
っ
か
り
担

保
さ
れ
た
昼
食
を
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
見
解
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

栄
養
士
監
修
の
昼
食

レ
シ
ピ
の
提
供
や
︑
民

生
児
童
委
員
な
ど
を
窓

口
と
し
て
対
応
を
検
討

す
る
︒

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
い

う
も
の
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。そ
し
て
、

充
実
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
施
行
す
る
た
め
に
、

和
気
町
に
必
要
な
も
の

は
一
体
何
と
考
え
て
い

る
か
、
教
育
委
員
会
に

伺
い
た
い
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

新
し
い
時
代
を
生
き

る
子
供
た
ち
が
︑
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
い
な
が
ら

可
能
性
を
広
げ
て
い
く

の
が
I
C
T
教
育
だ
︒

興
味
︑
関
心
︑
特
性
な

ど
多
様
で
あ
る
子
供
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
合
わ

せ
た
深
い
学
び
が
展
開

で
き
る
︒

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
︑

ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
教

員
の
指
導
力
の
向
上
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
︒

問 

町
内
に
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
で
リ
モ
ー
ト
授
業

が
で
き
る
と
考
え
て
い

る
保
護
者
が
い
る
。

I
C
T
教
育
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で

こ
れ
ま
で
１
５
０
年
続

い
て
き
た
近
代
教
育
シ

ス
テ
ム
の
方
向
を
変
え
、

質
を
高
め
る
と
い
う
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。
リ

モ
ー
ト
授
業
と
は
別
の

話
だ
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

指
摘
の
と
お
り
だ
︒

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
イ
コ
ー

ル
I
C
T
教
育
と
誤
解

さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ

る
︒G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
は
あ
く
ま
で
︑
学

校
内
で
の
運
用
を
前
提

と
し
た
も
の
で
あ
る
が
︑

オ
ン
ラ
イ
ン
の
た
め
の
整

備
も
補
助
対
象
に
な
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
対
応

し
て
い
き
た
い
︒

問 

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

に
よ
り
３
つ
の
格
差
が

広
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

３
つ
の
格
差
と
は

①
自
治
体
、
学
校
間
の

格
差

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
性
能

の
格
差

③
教
員
の
デ
ジ
タ
ル
、

I
T
に
対
す
る
リ
テ

ラ
シ
ー
の
格
差
だ
。

教
員
の
負
担
と
、子
供

た
ち
の
学
び
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
る
と
、
授
業

を
一
緒
に
デ
ザ
イ
ン
す

る
専
門
の
人
材
を
外
部

か
ら
学
校
に
導
入
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

県
の
ほ
う
で
も
支
援
策

が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

我
々
が
受
け
て
き
た

教
育
と
新
時
代
の
教
育

は
質
が
ま
っ
た
く
違
う

た
め
︑
外
部
人
材
を
受

け
入
れ
る
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
︒
対
応
策
を

考
え
て
い
く
︒

答 

徳
永 

教
育
長

　

先
進
校
を
は
じ
め
い

ろ
い
ろ
な
機
関
か
ら
情

報
を
収
集
し
︑
各
校
に

情
報
提
供
し
て
い
く
︒

ま
た
︑教
職
員
の
指
導
を

徹
底
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
︒

一般質問

若
旅 
啓
太

再
休
校
時
の
子
供
た
ち
の

昼
食
支
援
は

各
部
署
と
の
連
携
を
検
討
し
た
い

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

本
質
は

問
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一般質問

居
樹
　
豊

町
道
等
の
整
備
促
進
を

予
算
確
保
の
う
え
整
備
促
進
に
努
め
る

問 

中
山
間
地
の
本

町
は
狭
隘
な
生
活
道
も

多
々
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
振
興
計
画
の
町
民

意
識
調
査
に
お
い
て
も

特
に
力
を
い
れ
て
ほ
し

い
要
望
と
し
て
、
道
路

整
備
が
上
位
に
あ
る
。特

に
緊
急
車
両
な
ど
の
通

行
困
難
箇
所
の
町
民
の

安
全
・
安
心
の
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
り
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

答 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　

本
町
が
管
理
す
る
多

く
の
町
道
が
幅
員
４
ｍ

以
下
で
の
改
良
が
多
く

家
屋
が
密
集
し
て
い
る

地
域
で
は
拡
幅
が
困
難

な
箇
所
も
多
く
残
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
︑

国
庫
補
助
や
有
利
な
起

債
等
の
財
源
を
用
い
︑舗

装
工
事
を
含
む
幹
線
道

路
の
整
備
を
進
め
て
い

る
︒
狭
小
な
幅
員
の
町

道
整
備
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
︒
な
お
︑行
政
区

事
業
要
望
に
つ
い
て
は

予
算
確
保
な
ど
に
努
め

て
い
き
た
い
︒

問 

緊
急
車
両
等
の
通

行
困
難
箇
所
の
地
域
課
題

の
解
消
は
。

答 

稲
山 

副
町
長

　

町
独
自
の
道
路
網
整

備
計
画
を
し
︑
努
力
し

て
い
き
た
い
︒

問 
町
道
新
設
に
あ
た

り
、
未
だ
一
部
し
か
開
通

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、

工
期
短
縮
な
ど
弾
力
的
な

運
用
は
。

答 

稲
山 

副
町
長

　

予
算
事
情
な
ど
も
あ
る

が
︑
早
期
に
供
用
で
き
る

よ
う
早
急
に
進
め
て
い
き

た
い
︒

問 

本
町
の
国
民
健
康

保
険
の
年
間
１
人
あ
た

り
の
医
療
費
は
近
年
上

昇
し
つ
つ
あ
り
、
平
成

30
年
度
で
は
県
下
27
市

町
村
の
中
で
42
万
７
０

０
０
円
で
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
と
な
っ
て
い
る
。生
活

習
慣
病
の
悪
化
・
が
ん

な
ど
に
よ
る
入
院
医
療

費
の
増
加
な
ど
が
大
き

な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

町
民
の
健
康
増
進
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

幸
せ
な
生
活
を
支
援
す

る
こ
と
は
行
政
の
大
き

な
使
命
で
あ
る
。

　

早
期
発
見
、早
期
治
療

の
観
点
か
ら
、
住
民
検

査
項
目
の
拡
充
、糖
尿
病

予
防
と
悪
化
予
防
、
特

定
健
診
や
が
ん
検
診
の

受
診
率
の
向
上
に
取
り

組
む
考
え
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

A
I
R
S
検
査
は
︑が

ん
で
あ
る
可
能
性
︑
将

来
生
活
習
慣
病
に
か
か

る
可
能
性
を
示
す
も
の

で
あ
り
︑こ
の
結
果
が
直

ち
に
治
療
な
ど
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
か
ら
︑現
在
の
と
こ
ろ

町
と
し
て
健
診
項
目
に

入
れ
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
︒

　

医
療
費
抑
制
の
た
め
︑

特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
は
保
健
事
業
を
進
め

る
上
で
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
︒
今
年
度
は
健
診

期
間
を
１
か
月
延
長
し
︑

受
診
機
会
を
増
や
し
て

い
る
︒
今
後
は
︑
健
康

に
関
す
る
講
演
会
な
ど

の
取
り
組
み
を
強
化
し

た
い
︒

答 

草
加 

町
長

　

本
町
の
高
齢
化
率
も

��
％
寸
前
に
な
っ
て
お

り
︑
特
に
介
護
保
険
に

つ
い
て
は
予
算
の
中
で

か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
お
り
︑
や
は
り

受
診
率
の
向
上
が
課
題

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
︒

　

今
後
︑
地
域
へ
出
か
け
︑

社
会
体
育
の
充
実
も
一

つ
の
方
法
と
思
っ
て
お

り
︑
町
民
の
健
康
を
守
っ

て
い
き
た
い
︒

予
防
医
療
の
充
実
強
化
を

問

全
線
開
通
が
待
た
れ
る

町
道
日
室
７
号
線
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問 

感
染
防
止
対
策
は
。

答 

岡
本 

民
生
福
祉
部
長

　

一
人
ひ
と
り
へ
は
︑

身
体
的
距
離
の
確
保
︑

マ
ス
ク
の
着
用
︑
石
鹸

で
の
手
洗
い
の
推
進
︒

区
へ
は
非
接
触
型
体
温

計
と
手
指
用
消
毒
の
活

用
の
奨
励
す
る
︒

　

公
共
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
行
事
は
︑３
密
を
避
け
︑

不
特
定
多
数
の
参
加
が

見
込
ま
れ
る
も
の
は
自

粛
︒
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
実
施
す
る
︒

問 

第
２
波
の
検
討
は
。

答 

岡
本 

民
生
福
祉
部
長

　

第
２
波
発
生
の
場
合

は
県
と
和
気
医
師
会
と

連
携
し
て
対
応
す
る
︒

問 

和
気
町
で
感
染
者

が
出
た
場
合
、
ス
マ
ホ

の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

防
護
策
は
。

答 

岡
本 
民
生
福
祉
部
長

　

こ
れ
は
国
が
概
要
を

発
表
し
て
お
り
︑
詳
細

な
情
報
入
手
後
︑
町
民

が
活
用
で
き
る
よ
う
に

普
及
周
知
す
る
︒

一般質問

神
﨑 
良
一

今
後
の
和
気
町
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
は

新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
を
町
民
の
方
々
に
普
及
啓
蒙
し
つ
つ
︑

県
と
一
体
と
な
り
感
染
防
止
対
策
を
継
続

p.13 わけ議会だより57号

次
亜
塩
素
酸
水
の
配
布

遅
れ
の
具
体
的
な
回
復
策
は

問問 

遅
れ
の
具
体
的
な

回
復
策
は
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

夏
休
み
の
短
縮
や
補

充
学
習
の
実
施
に
よ
る

授
業
時
間
の
確
保
と
︑

学
習
内
容
の
扱
い
方
や

宿
題
の
出
し
方
の
工
夫

に
よ
る
効
率
の
良
い
授

業
展
開
の
両
面
か
ら
対

応
す
る
︒

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
新
し

い
学
習
環
境
は
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

踏
ま
え
た
新
し
い
環
境

が
必
要
と
考
え
︑
各
家

庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
調
査
を
実
施
中
︒

問 

町
民
の
中
に
は
、

今
回
の
支
給
さ
れ
た
特

別
定
額
給
付
金
を
教
育

に
使
っ
て
欲
し
い
と
い

う
意
見
も
あ
り
、家
と
学

校
を
結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン

活
用
を
検
討
し
て
は
。

答 
徳
永 

教
育
長

　

家
庭
の
ネ
ッ
ト
環
境

は
再
度
詳
し
い
調
査
を

し
︑
公
営
塾
な
ど
で
も

先
進
的
に
学
習
支
援
と

し
て
取
り
組
み
中
︒
子

供
た
ち
の
学
び
の
保
障

に
注
力
す
る
︒

問 

町
民
へ
の
経
済
的

影
響
は
。

答 

河
野 

産
業
振
興
課
長

　

２
月
下
旬
頃
か
ら
飲

食
業
︑
４
月
以
降
か
ら

製
造
業
に
影
響
︒
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
支
援

を
検
討
す
る
︒

問 

町
財
政
へ
の
影
響

は
。
ま
た
、
影
響
大
の

時
の
対
策
は
。

答 

永
宗 

財
政
課
長

　

金
額
的
な
把
握
は
困

難
な
が
ら
︑
税
収
減
及

び
使
用
料
減
が
懸
念
︒

　

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
へ

の
影
響
は
甚
大
︒
対
策

は
歳
出
削
減
に
よ
る
財

源
確
保
と
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
等
の
利
活
用
︒

神﨑良一議員の
一般質問動画は
ここから→



一般質問

太
田 
啓
補

学
校
給
食
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
︑

期
待
や
役
割
は
大
き
い

問 

調
理
場
を
学
校
毎
に

設
け
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

な
ど
児
童
生
徒
に
個
別
の

対
応
が
で
き
る
体
制
を
作

れ
な
い
か
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　

文
科
省
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
指
針
に
基
づ
き
︑

事
故
防
止
を
図
っ
て
い
る
︒

大
量
調
理
を
実
施
す
る
学

校
給
食
で
は
︑
除
去
食
対

応
が
困
難
で
あ
り
︑
個
別

調
理
は
実
施
し
て
い
な
い
︒

問 

和
気
・
佐
伯
学
校
給

食
共
同
調
理
場
で
は
、小
学

１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
年
齢
的
に
も
体
格
的

に
も
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
が
、子
供
た
ち
の
成
長
と

は
別
に
、統
一
献
立
で
同

じ
も
の
を
提
供
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　

給
食
献
立
作
成
に
お
い

て
︑
学
年
に
応
じ
た
主
食
︑

副
菜
の
量
を
算
出
し
て
い

る
︒
学
校
内
で
は
︑
体
格

問 

小
・
中
学
校
の
給
食

費
は
保
護
者
負
担
と
な
っ

て
い
る
が
、第
２
子
は
半
額
、

第
３
子
以
降
は
無
料
と
い

う
独
自
の
補
助
制
度
を
設

け
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　

現
在
︑
小
学
生
１
食
２

９
０
円
︑
中
学
生
１
食
３

４
０
円
を
給
食
費
と
し
て

保
護
者
負
担
と
し
て
お
り
︑

年
間
で
約
５
０
０
０
万
円

で
あ
る
︒
そ
の
他
は
公
費

で
支
出
し
て
お
り
︑
現
段

階
で
は
給
食
費
の
助
成
は

考
え
て
い
な
い
︒

わけ議会だより57号 p.14

給
食
費
の
補
助
制
度
と

公
会
計
化
は
で
き
な
い
か

問

学
習
の
質
の
向
上
は

問
太田 啓補議員の
一般質問動画は
ここから→

問 
給
食
費
の
徴
収
に
か

か
わ
る
教
職
員
の
労
働
実

態
は
、本
来
の
業
務
を
圧

迫
す
る
ほ
ど
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
公
会
計
化

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　

学
校
給
食
費
の
徴
収
・

管
理
業
務
を
地
方
公
共
団

体
の
業
務
と
し
て
行
う
こ

と
で
︑
教
員
の
業
務
負
担

の
軽
減
な
ど
を
目
的
に
し

て
︑
県
内
で
は
鏡
野
町
と

久
米
南
町
が
既
に
取
り
組

ん
で
お
り
︑真
庭
市
も
今

年
度
か
ら
始
め
た
と
聞
い

て
い
る
︒

　

公
会
計
化
に
よ
っ
て
︑

教
員
の
負
担
の
軽
減
︑保

護
者
が
納
付
で
き
る
金
融

機
関
が
増
え
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
︑
納
付

書
な
ど
の
発
行
や
︑
管
理

す
る
業
務
シ
ス
テ
ム
な
ど

が
必
要
と
な
る
︒
費
用
対

効
果
も
含
め
︑
今
後
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
︒

答 

徳
永 

教
育
長

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
な

ど
は
︑町
も
支
援
し
て
い
る
︒

公
会
計
化
が
ど
の
よ
う
な

形
で
進
む
か
わ
か
ら
な
い

が
︑学
校
現
場
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
教
育
委
員
会

と
し
て
も
研
究
し
て
い
く
︒

問 

学
校
休
校
に
伴
い
、

修
学
期
間
が
短
く
な
っ
た
。

学
習
す
る
習
慣
の
低
下
を

ど
の
よ
う
に
食
い
止
め
る

の
か
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

家
庭
学
習
の
あ
り
方
︑

評
価
方
法
を
変
え
て
い
く

の
か
と
い
う
点
が
重
要
で

あ
る
︒授
業
で
習
っ
た
こ

と
を
活
用
し
た
家
庭
学
習
︑

さ
ら
に
そ
の
家
庭
学
習
が

次
の
授
業
に
つ
な
が
る
よ

う
な
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し

て
い
く
︒児
童
生
徒
が
や
っ

て
よ
か
っ
た
︑
や
っ
た
だ

け
自
分
の
力
に
な
っ
た
と

実
感
で
き
る
よ
う
な
家
庭

学
習
の
あ
り
方
を
研
究
し

て
い
る
︒

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
教
職

員
に
も
か
な
り
負
担
で
は

な
い
か
。教
職
員
の
質
向
上
、

外
部
講
師
の
投
入
を
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

長
期
的
ス
パ
ン
で
の
教

員
研
修
を
考
え
て
い
る
︒

支
援
員
に
つ
い
て
も
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
︑適
正
な
配
置
が
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
︒



問 

３
月
議
会
で
佐
伯

の
共
同
調
理
場
を
廃
止

の
条
例
が
提
案
さ
れ
、地

元
区
長
か
ら
存
続
の
要

望
書
の
提
出
も
あ
り
議

会
は
条
例
を
否
決
し
た
。

そ
の
後
、佐
伯
地
域
の
区

長
の
声
か
ら
、こ
れ
以
上

佐
伯
地
域
の
疲
弊
を
何

と
か
し
な
い
と
い
け
な

い
と
感
じ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
中
で
、学
校
の
教

育
現
場
も
今
ま
で
に
経

験
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

心
労
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
佐
伯
学
校
給
食
共

同
調
理
場
を
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答 

徳
永 

教
育
長

　

生
徒
数
の
推
移
も
踏

ま
え
︑新
た
な
計
画
を
立

て
る
必
要
が
あ
る
︒
長

い
ス
パ
ン
で
あ
る
程
度
︑

児
童
・
生
徒
数
の
推
移
︑

あ
る
い
は
他
の
施
設
と

の
関
係
︑そ
う
い
う
こ
と

も
踏
ま
え
︑ま
た
佐
伯
地

域
の
皆
さ
ん
の
思
い
︑考

え
方
に
も
心
を
置
き
な

が
ら
︑研
究
を
し
て
ま
い

り
た
い
︒

問 

子
供
た
ち
が
減
少

し
て
い
る
か
ら
や
む
を

得
え
な
い
と
い
う
が
、佐

伯
地
域
に
は
若
い
人
が

移
住
し
て
い
る
。
都
会

か
ら
佐
伯
小
学
校
が
い

い
、こ
こ
で
住
み
た
い
と

言
っ
て
移
住
し
て
く
る

人
た
ち
を
失
望
さ
せ
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。

　

お
金
は
子
供
た
ち
に

使
わ
な
い
で
、ど
こ
へ
お

金
使
う
の
か
。
子
供
た

ち
の
た
め
に
金
使
う
こ

と
は
、和
気
町
の
将
来
に

向
か
っ
て
貯
金
を
す
る

こ
と
で
は
な
い
の
か
。

答 

徳
永 

教
育
長

　

現
在
の
調
理
場
に
つ

い
て
は
︑安
全
な
給
食
を

提
供
す
る
こ
と
が
教
育

委
員
会
の
責
務
で
あ
る
︒

も
し
も
そ
の
安
全
に
支

障
を
来
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
は
︑す
ぐ

修
理
︑
修
繕
は
や
っ
て

い
く
こ
と
を
約
束
す
る
︒

教
育
に
と
っ
て
は
︑子
供

の
数
が
多
い
か
ら
良
い
︑

少
な
い
か
ら
良
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
全
く

な
い
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
環

境
で
で
き
る
適
切
な
教

育
が
あ
る
︒
佐
伯
地
域

の
現
状
を
踏
ま
え
た
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

色
々
と
考
え
て
い
る
︒

　

和
気
町
の
宝
で
あ
る

子
供
た
ち
︑町
の
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
教
育

を
つ
か
さ
ど
る
責
任
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
︑日
々

の
教
育
推
進
に
教
育
委

員
会
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
︒

一般質問

從
野 
　
勝

佐
伯
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

今
後
は

施
設
の
新
設
や
改
築
は
現
実
的
で
は
な
い

佐
伯
学
校
給
食
共
同
調
理
場
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從野　勝議員の
一般質問動画は
ここから→



一般質問

西
中 
純
一

Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
作
戦
に
学
ぼ
う

避
難
所
の
感
染
症
対
策
は

様
々
な
感
染
症
対
策
を
計
画
し
て
い
る

問 

東
日
本
大
震
災
を

鑑
み
て
も
、
起
こ
っ
た
後

の
災
害
関
連
死
の
方
が
多

い
。
今
後
は
感
染
症
対
策

も
考
え
て
、
避
難
所
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｔ
は
ト
イ
レ（
で
き
れ
ば

水
洗
ト
イ
レ
）。Ｋ
は
キ
ッ

チ
ン
で
温
か
い
料
理
を
。

Ｂ
は
ベ
ッ
ド
。
48
は
そ
れ

ら
を
48
時
間
以
内
に
避
難

所
に
準
備
せ
よ
と
い
う
こ

と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
で

き
て
い
る
。
町
で
も
改
善

す
べ
き
点
で
は
な
い
か
。

答 

新
田 

危
機
管
理
室
長

　

５
月
��
日
付
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
が
示
さ
れ
た
︒
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
︑
居

住
ス
ペ
ー
ス
は
１
人
あ
た

り
２
㎡
で
あ
る
が
︑ス
ペ
ー

ス
は
家
族
単
位
で
考
え
︑

１
家
族
あ
た
り
最
低
１
m

以
上
あ
け
る
︒
入
室
前
に

検
温
や
発
熱
者
の
問
診
を

行
な
い
︑
発
熱
者
は
別
室

が
望
ま
し
い
︒
ト
イ
レ
な

ど
共
用
部
分
の
区
別
や
消

毒
の
徹
底
な
ど
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
し
た
ト
イ
レ
の
洋
式
化

や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
購
入

な
ど
︑
計
画
的
に
進
め
て

い
る
︒

問 

心
の
安
定
が
大
切

だ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
精
選
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答 
國
定 

学
校
教
育
課
長

　

５
月
��
日
よ
り
︑
感
染

不
安
な
ど
で
登
校
を
見
合

わ
せ
て
い
た
子
供
た
ち
も

ほ
ぼ
登
校
で
き
て
い
る
︒

し
か
し
︑
ス
ト
レ
ス
を
か

か
え
て
い
る
児
童
生
徒
が

で
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
︒
担
任
や
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
支
援

員
の
指
導
と
と
も
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︑

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

い
っ
た
専
門
家
の
力
も
借

り
な
が
ら
児
童
生
徒
個
々

の
安
定
に
努
め
た
い
︒

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
︑
行
事
や
特
別
活
動

な
ど
も
見
直
し
︑
精
選
し

て
い
る
︒
教
科
の
学
習
に

つ
い
て
は
復
習
課
題
だ
け

で
な
く
予
習
的
な
課
題
も

課
し
︑
遅
れ
は
８
月
末
に

は
取
り
戻
せ
る
見
込
み
で

あ
る
︒

　

ま
た
︑
学
習
の
順
序
を

入
れ
替
え
る
な
ど
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
︒

問 

教
員
の
変
形
労
働

制
は
多
忙
化
に
拍
車
を
か

け
る
だ
け
な
の
で
や
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

徳
永 

教
育
長

　

こ
の
制
度
を
適

用
し
た
場
合
︑
勤

務
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
の
か
ど
う

か
︑
学
校
現
場
の

声
を
聞
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い

る
︒
現
場
の
声
を

ふ
ま
え
て
︑
条
例

化
に
つ
い
て
は
判

断
し
て
い
き
た
い
︒

子
供
の
精
神
的
安
定
が
大
切

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
は

問

教
員
の
変
形
労
働
制
条
例
化

す
べ
き
で
な
い

問

佐
伯
小
学
校
の
登
校
風
景

Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
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西中純一議員の
一般質問動画は
ここから→
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問 

人
口
減
対
策
と
し

て
、Ｕ
タ
ー
ン
補
助
金
や

地
元
企
業
就
職
補
助
金
、

３
世
代
同
居
の
若
い
夫

婦
に
補
助
金
を
出
す
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

現
在
実
施
し
て
い
る
人

口
減
対
策
関
連
の
補
助
事

業
は
︑
新
婚
世
帯
へ
の
住

宅
購
入
や
賃
料
︑引
越
し

費
用
に
係
る
費
用
を
支
援

す
る
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
費
補
助
金
︑
ま
た
︑
町

外
か
ら
の
移
住
者
が
空
き

家
改
修
を
行
う
費
用
を
支

援
す
る
空
き
家
改
修
補
助

金
︑
東
京
圏
か
ら
町
に
移

住
し
た
人
に
対
す
る
移
住

支
援
金
な
ど
が
あ
る
︒
他

市
町
で
は
︑Ｕ
タ
ー
ン
や

３
世
代
同
居
に
の
み
補
助

金
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
ま
り
な
く
︑
個
人
情

報
の
取
扱
い
な
ど
で
実
態

把
握
が
難
し
く
︑
現
状
で

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
︒

各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利

用
し
た
町
の
魅
力
発
信
と

併
せ
て
︑
新
た
な
補
助
制

度
の
創
設
︑
既
存
補
助
制

度
の
拡
充
な
ど
に
努
め
て

い
く
︒

問 

移
住
者
に
限
ら
ず
、

町
に
住
ん
で
も
ら
う
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

補
助
金
制
度
で
は
な
く
︑

通
常
支
援
︑
福
祉
や
教
育

と
い
っ
た
ト
ー
タ
ル
な
部

分
で
の
支
援
面
で
︑
今
後

の
人
口
減
対
策
を
考
え
て

い
き
た
い
︒

答 

草
加 

町
長

　

町
へ
住
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
は
就
職
問
題
が
一

番
だ
と
思
わ
れ
る
︒
佐
伯

の
工
業
団
地
完
成
と
企
業

誘
致
を
行
っ
て
P
R
し
て

い
き
た
い
︒
ま
た
︑
住
宅

問
題
も
宮
田
の
��
区
画
を

若
い
人
に
優
遇
的
な
条
件

を
付
け
て
分
譲
し
た
い
︒

い
ろ
い
ろ
な
助
成
制
度
︑

補
助
制
度
に
つ
い
て
も
前

向
き
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
︒

一般質問

山
本
　
稔

人
口
減
対
策
で

補
助
金
を
考
え
て
は

色
々
な
制
度
を
前
向
き
に
考
え
る新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
今
後
は

問
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問 

今
後
の
第
２
波
、第

３
波
に
対
す
る
備
蓄
の
量

や
種
類
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
、商
工
業
者

の
方
に
対
し
て
の
補
助
は

ど
う
な
る
の
か
。

答 
新
田 

危
機
管
理
室
長

　

町
で
は
災
害
時
備
蓄
計

画
を
策
定
し
て
お
り
︑
計

画
的
に
備
蓄
し
て
い
る
︒

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
︑

備
蓄
品
目
を
増
や
し
て
お

り
︑量
も
確
保
し
て
い
る
︒

答 

河
野 

産
業
振
興
課
長

　

町
民
の
方
々
へ
商
品
券

を
配
布
︑
町
内
事
業
所
で

ご
利
用
い
た
だ
き
︑
事
業

者
の
支
援
に
つ
な
げ
る
と

い
う
観
点
か
ら
︑
第
１
弾

の
支
援
と
し
た
︒
今
後
は
︑

国
の
第
二
次
補
正
の
状
況

と
︑
県
内
各
自
治
体
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
て
︑
支

援
を
考
え
て
い
き
た
い
︒

問 

補
助
金
の
対
象
と

な
る
事
業
所
や
事
業
者
へ

の
さ
ら
な
る
告
知
を
お
願

い
し
た
い
。

答 

河
野 

産
業
振
興
課
長

　

産
業
振
興
課
に
窓
口
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
︑
各

企
業
や
個
人
の
方
に
広
く

情
報
提
供
し
︑
困
っ
て
い

る
実
態
を
把
握
し
︑
よ
い

導
き
を
し
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
︒

移住支援事業・マッチング支援
事業における移住支援金　
空き家改修補助金　
若者及び子育て世帯の定住化促進
に係る固定資産税の課税免除　
新婚新生活支援事業費補助金

東京圏から移住された方に単身世帯
60万円、２人以上世帯に100万円　
空き家の改修費用を1/2補助（上限50万円）　
家屋新築後5年間、固定資産税を1/2軽減
（120㎡分まで）　
新婚世帯に住居費（賃料等）や引越し費用を
補助（上限30万円）

支援金・補助金等名称 主　な　内　容
●和気町の移住・定住に関する主な支援金等 ※各種支援金等には記載以外にも支給要件があります。

山本　稔議員の
一般質問動画は
ここから→



一般質問

尾
崎 
智
美

学
校
教
育
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

導
入
す
る
と
ど
う
な
る
か

子
供
の
効
果
的
学
習
や

教
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る

問 

G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
で
子
供
た
ち
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
支
給
さ

れ
る
。そ
れ
に
よ
り
個
々

の
学
習
の
進
捗
状
況
に

応
じ
た
教
育
が
可
能
と

な
る
。
将
来
的
に
教
科

書
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
収

ま
れ
ば
、
子
供
は
重
す

ぎ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら

解
放
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
有
効
利
用
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　
教
科
の
授
業
に
お
け

る
情
報
収
集
︑レ
ポ
ー

ト
や
作
品
の
制
作
︑発
表
︑

交
流
︑ド
リ
ル
学
習
か

ら
児
童
会
︑生
徒
会
活

動
や
家
庭
学
習
︑遠
隔

授
業
ま
で
︑あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
の
活
動

が
想
定
さ
れ
る
︒

問 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

に
協
力
し
て
自
粛
し
た

事
業
者
に
国
や
県
の
支

援
が
行
き
届
く
よ
う
に
、

十
分
な
情
報
提
供
や
申

請
の
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答 

河
野 

産
業
振
興
課
長

　
産
業
振
興
課
内
に
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
る
︒

商
工
会
と
も
連
携
し
︑

商
工
会
未
加
入
の
事
業

者
に
も
情
報
が
届
く
よ

う
周
知
し
て
い
く
︒

問 

農
林
水
産
省
に
交

付
金
の
申
請
を
し
た
が
、

書
類
に
月
ご
と
に
作
業

者
の
名
前
を
何
度
も
書

く
必
要
が
あ
っ
た
。作
業

前
、
作
業
中
、
作
業
後
の

写
真
の
提
出
も
あ
り
、書

類
に
合
う
よ
う
に
印
刷

す
る
の
に
も
苦
労
し
た
。

書
類
申
請
だ
け
で
な
く
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可

能
に
な
れ
ば
あ
り
が
た

い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

を
可
能
と
し
、
取
得
し

た
デ
ー
タ
を
農
水
省
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
管
理

す
べ
き
で
あ
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
だ
と
作
業
者
リ

ス
ト
か
ら
選
ぶ
だ
け
で

月
毎
の
集
計
も
自
動
で

す
る
し
、
写
真
も
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
す
れ
ば
印
刷

の
手
間
も
費
用
も
省
け

る
。
前
年
度
の
履
歴
も

見
ら
れ
る
。
何
よ
り
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
な
っ

て
統
計
資
料
に
も
な
り
、

政
策
に
活
用
で
き
る
。

申
請
用
紙
上
の
数
字
や

情
報
で
は
、
全
く
デ
ー

タ
と
し
て
生
か
さ
れ
て

い
な
い
。

　
役
所
で
の
書
類
申
請

も
、
書
類
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
な
ど
、
で
き
る
だ

け
負
担
な
く
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
改
善
し
て

も
ら
い
た
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
の
方
が
チ
ェ
ッ
ク

す
る
側
も
容
易
で
あ
る
。

こ
う
し
た
処
理
の
背
後

で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

動
い
て
い
る
。
若
手
を

中
心
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
扱
え
る
職
員
を
育
成

し
て
欲
し
い
。こ
れ
ら
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答 

立
石 

総
務
部
長

　
申
請
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
︑
事
務
改

善
を
し
て
い
く
︒

申
請
書
類
の
簡
素
化
は

問

わけ議会だより57号 p.18

尾崎智美議員の
一般質問動画は
ここから→



閑
散
と
し
た
ロ
マ
ン
ツ
ェ（
写
真
上
）
と
風
車（
下
）

問 

町
単
独
事
業
と
し

て
、
町
民
１
人
あ
た
り

７
０
０
０
円
の
商
品
券

の
配
布
・
修
学
支
援
金

な
ど
は
評
価
で
き
る
が
、

自
営
業
者
や
ひ
と
り
親

な
ど
へ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

家
賃
を
支
払
い
な
が
ら

自
主
休
業
し
た
商
店
へ

の
対
応
は
。

答 

河
野 

産
業
振
興
課
長

　

県
内
近
隣
市
町
の
独

自
施
策
の
情
報
を
収
集

し
︑き
め
細
か
な
対
応
を

し
た
い
︒
ま
た
︑中
小
企

業
者
・
個
人
事
業
主
の

調
査
を
し
︑実
情
把
握
の

上
︑
国
の
二
次
補
正
と

あ
わ
せ
対
応
し
た
い
︒

問 

備
前
市
に
お
け
る

持
続
化
給
付
金
50
万
円

の
上
乗
せ
及
び
水
道
料

金
の
減
免
、赤
磐
市
に
お

け
る
水
道
料
金
４
か
月

減
免
な
ど
、隣
接
市
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答 

草
加 

町
長

　

近
隣
市
町
の
情
報
を

収
集
し
︑是
非
対
応
し
た

い
︒問 

兵
庫
県
洲
本
市
の

市
長
・
特
別
職
・
議
員
は
、

６
月
期
末
手
当
全
額
を

返
上
、
岡
山
市
・
倉
敷

市
・
備
前
市
で
は
市
長

や
特
別
職
の
期
末
手
当

の
一
部
減
額
な
ど
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。
町
議

会
で
も
一
部
の
議
員
間

で
話
題
と
な
っ
た
が
調

整
で
き
な
か
っ
た
。
町

と
し
て
の
考
え
は
。

答 

草
加 

町
長

　

一
生
懸
命
仕
事
を
し
︑

報
酬
な
ど
は
町
内
で
消

費
し
た
い
︒

問 
三
保
高
原
の
り
ん

ご
園
・
風
車
と
と
も
に

旧
佐
伯
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
え
る「
ロ
マ
ン

ツ
ェ
」が
、コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
問
題
で
非
常
に
困

窮
し
て
い
る
。
一
方
で

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
へ
は

１
億
５
０
０
０
万
円
も

の
繰
出
。
指
定
管
理
施

設
と
は
い
え
、
町
の
施

設
だ
。
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

草
加 

町
長

　

指
定
管
理
者
制
度
の

中
で
協
議
し
て
い
る
︒

国
の
助
成
金
制
度
の
対

応
と
と
も
に
︑お
ろ
そ
か

に
し
な
い
よ
う
協
議
し

た
い
︒

問 
平
成
24
年
に
北
部

衛
生
組
合
か
ら
１
億
５

０
０
万
円
の
支
援
を
受

け
、町
へ
移
管
さ
れ
て
８

年
が
経
過
し
た
。
現
在
、

支
援
金
１
３
０
０
万
円

程
度
の
剰
余
金
と
な
っ

て
い
る
。
現
状
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
改
革
運
営

を
す
る
の
か
。

答 

草
加 

町
長

　

高
齢
化
の
進
む
中
︑運

営
の
軸
足
を
福
祉
に
重
点

を
置
き
︑健
全
運
営
に
努

め
た
い
︒

問 

温
泉
特
別
会
計
は
、

独
立
採
算
が
原
則
だ
。

今
回
の
繰
入
れ
は
や
む

を
得
な
い
部
分
も
あ
る

が
、以
前
に
も
提
案
し

た
薬
膳
料
理
や
ジ
ビ
エ

料
理
な
ど
、
改
善
と
改

革
が
必
要
だ
。
厳
し
い

町
財
政
か
ら
の
毎
年
の

繰
出
し
は
問
題
だ
。
こ

の
際
大
胆
な
改
革
が
必

要
だ
。

答 

草
加 

町
長

　

薬
膳
料
理
・
ジ
ビ
エ
料

理
な
ど
︑問
題
点
も
あ
る

が
︑
関
係
機
関
と
も
協

議
し
た
い
︒

一般質問一般質問

山
本 
泰
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

万
全
か

近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視
し
対
処
し
た
い

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
へ
の
繰
出
し

１
億
５
０
０
０
万
円
は
適
当
か

問

p.19 わけ議会だより57号

山本泰正議員の
一般質問動画は
ここから→



「議会もコロナ対策」 撮影者：議会事務局

Editor's Note 編集後記

TheStory 今号の表紙

和気町議会だより  第５７号
和気町議会広報編集委員会：岡山県和気郡和気町尺所555番地  TEL 0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ：https://www.town.wake.lg.jp/sp/gyosei/choGikai/  または

令和２年７月 2２日 発行

和気町議会

コメント：新型コロナウイルスの影響で、本会議場の様子
も変わりました。
議員同士の間隔を広くし、執行部の出席職員は
できるだけ入れ替え制にし、出席者は手指消毒
をはじめ、全員がマスクを着用し飛沫防止の対
策を行いました。
議会も引き続き感染拡大防止に取り組んでまい
ります。

コロナ自粛期間の影響で、今号は特集ページを組むことができませんでした。
ごめんなさい！
どんよりした梅雨も明けて、初夏らしく空も澄み渡ってきました。高い太陽で
照らされたアスファルトは、弱火のフライパンくらい熱いそうです。しっかり
水分補給をして、この夏を乗り切りましょう！　　　　　　　　 （若旅 啓太）

p.20

表紙写真を募集しています

写真はイメージです。

次号予告：特集「進め！和気町消防団！」

表紙写真はトリミングして掲載させていただきました。

操法の全国大会優勝をはじめ、今まで数々の
賞を勝ち取ってきた和気町消防団。
全国大会への切符を手にした矢先、新型コロナ
ウイルスによる全国大会の中止。
次回は、第三分団機動部のみなさんに消防団
にかける想いを伺います。

あなたが撮った写真が『議会だより』の表紙になります！
発行月（1、4、7、10月）にふさわしい町民の笑顔やイベント行事などの
写真をお送りください。
採用になったお写真は、『議会だより』表紙に掲載するとともに、紙面で
紹介させていただきます。また、和気町ＰＲグッズを差し上げます。
　＊詳しい応募要項は、和気町議会事務局までお問い合わせください。
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